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fig:出発前集合写真  

 私たちTUS Formula Racingは9月12～15日に静岡県小笠山総合運動公園（エコパ）で行われた第五

回全日本学生フォーミュラ大会に参戦いたしました。その大会模様を速報という形でご報告させて

頂きます。 

 昨年10月から第三期として活動を始め、学部二年生が主体となって、チーム運営に関しても車両

製作に関しても様々な問題に直面し乗り越えていくことで、少しずつではありますが成長していく

ことができたと思います。 

 これまでご支援頂きましたスポンサーの方々に心から感謝の意を申し上げます。 
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大会結果報告 
 

総合順位 43 位/61 校 194.47/1000.00 
    

静的審査 
 コスト審査 17 位 70.75/100.00 
 プレゼンテーション審査 55 位 15.00/75.00 
 デザイン審査 33 位 101.22/150.00 
    

動的審査 
 アクセラレーション 29 位(不参加) 0.00/75.00 
 スキッドパッド 27 位(不参加) 0.00/50.00 
 オートクロス 33 位 7.50/150.00 
 エンデュランス・燃費 24 位(リタイヤ) 0.00/400.00 

 
 

 
Fig:表彰式 
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大会スケジュール 
大会一日目（9/12） 

 
例年どおり、車検と静的審査が行われました。 
私たちの静的審査はコスト審査、デザイン審査、プレゼンテーション審査の順に行われ、コス

ト審査では順位は昨年度よりも下がったものの得点は上がり、デザイン審査では昨年度とほぼ同

じ得点、プレゼンテーション審査では準備不足から大幅に順位を下げるという結果になりました。 
また大会前からブレーキ系統の調節が終わらず、連日徹夜を繰り返していたためにブレーキ担

当者が倒れるというハプニングがありましたが、しっかりと休息をとる間、他パートメンバーや

大会スタッフのご協力をお借りして調節を繰り返しました。それでもブレーキの効きが悪い原因

がわからず、大会会場に近い静岡理工科大学のご協力にて大学内設備をお借りして徹夜で原因究

明に努めました。 

  
Fig:ブレーキの調整 Fig:静岡理工科大学にて 

 
 

大会二日目（9/13） 

 
 午前中に行われたアクセラレーション、スキッドパッドはブレーキの修復が終わらず、不参加

という結果になりました。 
修復を繰り返した結果、うまくいかない原因がブレーキのエア抜きの仕方が悪かったためにマ

スターシリンダーのピストンシールゴムが壊れてしまったためということがわかり、大会スタッ

フのご協力でなんとか走行できる状態にすることができました。その後車検も何点かの修正を指

示されるくらいで、特に心配していたブレーキテストも無事 4 輪がロックし、すべて無事に通過

できました。 
そしてオートクロスはギリギリで参加させてもらい、とにかく完走することを目標に、ゆっく

りではありますが確実に走りぬきました。 
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Fig:ブレーキテスト Fig:オートクロス走行 

 
 

大会三日目（9/14） 

 
 オートクロスの結果から走行順位が決まるエンデュランスは翌日の走行になるという予測が

ついたため、この日はエンデュランスに備えたプラクティスでの練習走行にあてました。 

 
Fig:プラクティス走行 

 
 

大会四日目（9/15） 

 
 この日のエンデュランス走行8校目で3校が同時に走行することから、手早く車両調整を終え、

エンデュランス会場に向かいました。ドライバーの練習不足からコーンとの接触でカウルの左サ

イドポンツーンマウントが破損し、カウルの脱落が起き残念ながら失格になってしまいました。 
 その後は他大のピットへの訪問、デザインファイナルの観戦など、来期のための情報収集に努

めました。 
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Fig:エンデュランス走行１ Fig:エンデュランス走行２ 

 
Fig:集合写真 

 




